
竹本屋五兵衛について

（1）

論
文
要
旨

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
江
戸
で
活
躍
し
た
道
具
商
で
あ
る
竹
本
屋

は
三
代
に
わ
た
り
五
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。
祖
父
五
兵
衛
は
『
古
画
備
考
』
の
記
述

か
ら
従
来
、
英
一
蝶
（
一
六
五
二
│
一
七
二
四
）
と
の
関
係
が
中
心
に
述
べ
ら
れ

て
き
た
。
ま
た
父
孤
雲
は
川
上
不
白
（
一
七
一
六
│
一
八
〇
七
）
の
門
人
で
あ
る
。

さ
ら
に
子
の
五
兵
衛
は
松
平
不
昧
（
一
七
五
一
│
一
八
一
八
）
の
茶
会
記
に
登
場

し
、
ま
た
『
雲
州
蔵
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
水
指
を
取
り
次
い
で
お
り
、
茶
の
湯
道

具
と
の
関
係
も
少
な
い
な
い
。
さ
ら
に
五
兵
衛
は
江
戸
時
代
後
期
に
も
活
躍
し
た

こ
と
が
知
れ
、
江
戸
の
鳥
羽
屋
に
出
入
り
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

従
来
、
竹
本
屋
五
兵
衛
は
祖
父
が
一
蝶
と
親
し
く
し
た
点
が
触
れ
ら
れ
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
孤
雲
に
つ
い
て
は
井
上
如
雪
に
よ
る
『
牡
丹
考
』（
一
九
九
六
）
で

紹
介
し
て
い
る
が
、
竹
本
屋
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
古
画
備
考
』
の
記
述
を
起
点
と
し
て
、
竹
本
屋
の
三
代
に

わ
た
る
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

竹
本
屋
五
兵
衛
、
竹
本
屋
孤
雲
、
英
一
蝶
、
古
画
備
考
、
川
上

不
白
】

一　

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
江
戸
で
活
躍
し
た
道
具
商
は
多
く
い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
具
商
は
優
れ
た
作
品
を
美
術
品
収
集
で
著
名
な
大
名
、
富
裕
な

商
人
、
茶
人
に
売
却
し
た
こ
と
で
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
具
体
的
な
研

究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
江
戸
の
道
具
商
の
一
人

で
あ
る
竹
本
屋
五
兵
衛
に
つ
い
て
は
従
来
、
英
一
蝶
（
一
六
五
二
│
一
七
二

四
）
と
の
関
係
が
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
も
狩
野
栄
信
（
伊
川

院
／
一
七
七
五
│
一
八
二
八
）
の
次
男
で
、
兄
を
養
信
（
晴
川
院
／
一
七
九
六

│
一
八
四
六
）
と
す
る
朝
岡
興
禎
（
一
八
〇
〇
│
一
八
五
六
）
に
よ
る
『
古
画

備
考
』
中
、
英
一
蝶
に
つ
い
て
の
項
目
の
後
半
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に

孫
に
あ
た
る
竹
本
屋
五
兵
衛
の
口
述
に
よ
る
か
ら
で
あ
る）1
（

。
な
お
本
稿
で
は
三

代
に
わ
た
る
五
兵
衛
の
う
ち
初
代
を
祖
父
と
し
、
二
代
五
兵
衛
が
孤
雲
を
名
乗

竹
本
屋
五
兵
衛
に
つ
い
て

宮　

武　

慶　

之
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っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
表
記
し
、
三
代
五
兵
衛
を
単
に
五
兵
衛
と
表
記
す

る
。

　
『
古
画
備
考
』
に
よ
れ
ば
祖
父
が
道
具
商
で
あ
り
、
安
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

に
三
宅
島
か
ら
江
戸
に
戻
っ
た
一
蝶
の
世
話
を
し
、
父
孤
雲
も
幼
少
の
頃
に
面

識
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
特
に
幕
末
に
活
躍
し
た
五
兵
衛
に
つ
い
て
は
松
平
不

昧
（
一
七
五
一
│
一
八
一
八
）
の
茶
会
記
に
登
場
し
、
ま
た
『
雲
州
蔵
帳
』
に

所
載
さ
れ
る
水
指
を
取
り
次
い
で
お
り
、
茶
の
湯
道
具
と
の
関
係
も
少
な
く
な

い
。

　

と
こ
ろ
で
高
橋
箒
庵
（
義
雄
／
一
八
六
一
│
一
九
三
七
）
に
よ
る
『
近
世
道

具
移
動
史
』（
一
九
二
九
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

武竹

本
五
兵
衛
は
伏
見
屋
理
兵
衛
と
共
に
仙
波
太
郎
兵
衛
、
鳥
羽
屋
清
左
衛

門
両
家
に
出
入
し
て
居
た
の
で
、
是
れ
も
一
廉
の
道
具
屋
と
し
て
知
ら
れ

て
居
た）2
（

。

五
兵
衛
と
、
か
つ
て
不
昧
に
出
入
り
し
た
江
戸
の
有
力
な
道
具
商
で
あ
る
伏
見

屋
甚
右
衛
門
（
亀
田
宗
振
／
生
没
年
不
詳
）
の
番
頭
で
あ
る
伏
見
屋
理
兵
衛

（
生
没
年
不
詳
）
と
が
、
や
は
り
江
戸
の
豪
商
仙
波
氏
や
鳥
羽
屋
に
出
入
り
し

て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
伏
見
屋
理
兵
衛
が
活
躍
し
た
時
期
か
ら
江

戸
時
代
後
期
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
頃
に
竹
本
屋
は
江
戸
で
有
力
な
道
具

商
の
一
人
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

従
来
、
竹
本
屋
五
兵
衛
は
祖
父
が
一
蝶
と
親
し
く
し
た
点
が
触
れ
ら
れ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
活
動
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
孤
雲
に
つ
い
て
は
井

上
如
雪
に
よ
る
『
牡
丹
考
』（
一
九
九
六
）
で
、
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
活

動
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い）3
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
本
稿
で
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
竹

本
屋
の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

二　

祖
父
お
よ
び
父
の
五
兵
衛

1　

祖
父
五
兵
衛

　

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
通
り
、『
古
画
備
考
』
に
は
竹
本
屋
五
兵
衛
に
よ
り
文

政
九
年
二
月
八
日
の
口
述
が
あ
る
。
英
一
蝶
に
関
し
て
竹
本
屋
で
は
五
兵
衛
の

祖
父
や
父
よ
り
伝
聞
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
一
蝶
が
三
宅
島
に
在
島
中
の
出
来
事

や
横
谷
宗
眠
（
一
六
七
〇
│
一
七
三
三
）
の
事
柄
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
既
述

が
あ
る
。

一
蝶
御
赦
免
あ
り
て
帰
り
し
後
、
私
祖
父
名
五
兵
衛
世
話
致
候
て
、
近
所

深
川
霊
巌
寺
門
前
に
宅
を
求
候
て
、
そ
こ
に
一
蝶
を
住
は
せ
候
由
、
自
分

宅
は
六
軒
堀
に
て
道
具
商
売
致
居
候
へ
ど
も
、
殊
之
外
の
あ
い
口
に
て
、

毎
日
一
蝶
の
方
へ
参
り
咄
し
居
候
由

五
兵
衛
の
祖
父
は
五
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
を
名
乗
り
、
宝
永
六
年
に
一
蝶
が

遠
島
か
ら
戻
っ
た
際
に
は
、
霊
岸
島
門
前
に
宅
を
求
め
て
住
ま
わ
し
て
い
た
こ
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と
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
以
前
か
ら
の
親
交
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
り
遠
島
中
の
一
蝶
は
江
戸
か
ら
送
ら
れ
る
絵
の

具
や
紙
を
用
い
て
絵
を
描
い
て
は
弟
子
の
英
一
舟
（
一
六
九
八
│
一
七
六
八
）

に
送
り
、
江
戸
で
絵
を
売
り
捌
い
て
い
た
。
こ
の
商
売
に
五
兵
衛
の
仲
介
も
し

く
は
販
売
の
形
で
関
与
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
祖
父
五
兵
衛
は

六
軒
堀
で
道
具
売
買
を
行
な
い
、
頻
繁
に
一
蝶
の
元
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
祖
父
五
兵
衛
に
関
す
る
記
述
で
は
次
が
あ
る
。

右
の
深
川
の
宅
も
と
め
候
ま
で
、
五
兵
衛
自
分
の
菩
提
所
、
宜冝

雲
寺
の
奥

の
方
に
、
隠
居
住
れ
し
所
の
、
明
き
た
る
座
敷
有
し
か
ば
、
そ
こ
へ
暫
く

の
内
か
り
候
て
、
一
蝶
寓
居
せ
し
な
り
、
和
尚
へ
五
兵
衛
す
〻
め
て
、
此

逗
留
中
に
ふ
す
ま
等
か
〻
せ
候

一
蝶
が
深
川
の
宅
を
求
め
る
ま
で
の
間
、
五
兵
衛
は
自
身
の
菩
提
寺
で
あ
る
冝

雲
寺
の
奥
の
方
に
隠
居
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
五
兵
衛
が
隠
居
し
て
い
た
屋

敷
の
空
き
部
屋
に
寄
寓
し
、
五
兵
衛
が
和
尚
に
提
案
し
、
一
蝶
に
襖
な
ど
に
絵

を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
宝
永
六
年
か
ら
数
年
の
間
と
す
れ
ば
、

こ
の
時
期
に
隠
居
し
て
い
た
五
兵
衛
は
相
当
な
老
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
蝶
へ
の
作
画
に
つ
い
て
は
帰
島
後
、
依
頼
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
『
古
画
備
考
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
蝶
自
分
の
宅
へ
帰
り
し
後
、
ま
す
〳
〵
絵
を
求
る
者
多
く
、
諸
侯
等
よ

り
厚
き
幣
物
を
贈
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
絵
頼
有
し
か
共
、
気
に
む
か
ざ
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
捨
置
書
ざ
り
し
か
ば
、
家
内
の
者
よ
り
五
兵
衛
方
へ
密
に
其

事
を
告
候
て
、
何
と
ぞ
筆
を
と
ら
せ
候
様
、
計
策
頼
候
由
申
来
候
へ
ば
、

其
時
五
兵
衛
参
候
て
、
其
頃
諸
侯
よ
り
頼
来
候
絵
様
を
か
ね
て
聞
置
、
さ

て
何
々
の
絵
図
は
、
つ
ひ
に
見
た
る
事
無
レ
之
い
か
ゞ
致
た
る
図
に
候
哉

と
申
時
、
幸
此
節
外
よ
り
も
其
図
を
頼
参
り
た
れ
ば
、
い
ま
書
て
見
申
さ

ん
と
て
、
筆
硯
を
と
り
よ
せ
候
へ
ば
、
か
様
〳
〵
と
咄
し
な
が
ら
画
て
見

せ
候
由
、
誂
人
の
絵
忽
ち
出
来
せ
し
と
也

大
名
な
ど
か
ら
も
一
蝶
へ
の
作
画
依
頼
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
蝶
は

気
の
乗
ら
な
い
と
き
は
筆
を
持
た
な
い
性
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た

め
一
蝶
の
家
の
者
（
妻
も
し
く
は
家
人
）
か
ら
五
兵
衛
に
密
か
に
相
談
が
あ
っ

た
。
後
日
、
五
兵
衛
が
あ
ら
か
じ
め
施
主
の
依
頼
す
る
絵
の
構
図
を
聞
い
て
お

き
、
一
蝶
の
元
に
赴
い
た
際
に
は
、
施
主
か
ら
依
頼
さ
れ
た
絵
の
構
図
で
あ
る

こ
と
は
伏
せ
、
こ
の
構
図
の
絵
を
み
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
と
、
一
蝶
が
筆
を

と
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
依
頼
さ
て
い
た
絵
は
完
成
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
祖
父
五
兵
衛
が
人
心
を
巧
み
に
す
る
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

2　

父
、
五
兵
衛
（
号
孤
雲
）

　
『
古
画
備
考
』
に
は
五
兵
衛
の
父
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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親
孤
雲
、
幼
少
な
る
を
つ
れ
て
参
候
時
、
帰
り
に
は
必
何
か
絵
一
枚
書
て

く
れ
候
由
、
道
具
屋
の
鼠
屋
某
、
五
兵
衛
方
へ
来
り
、
例
の
絵
は
た
ま
り

申
さ
ず
や
と
問
、
何
枚
に
て
も
一
枚
ニ
付
銀
十
匁
の
定
め
に
て
買
候
由
、

或
時
澤
庵
和
尚
の
画
の
う
つ
し
を
ば
、
こ
れ
は
珍
敷
絵
に
候
と
て
、
こ
れ

計
り
は
、
百
疋
置
候
由

こ
の
記
述
か
ら
五
兵
衛
の
父
が
孤
雲
（
没
年
不
詳
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

祖
父
五
兵
衛
が
孤
雲
を
連
れ
て
一
蝶
の
も
と
に
行
く
と
必
ず
絵
を
一
枚
描
い
て

く
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
一
蝶
が
幼
い
孤
雲
に
描
き
与
え
た
絵
が
溜
ま
っ
た
頃
に
、

鼠
屋
某
が
一
枚
に
つ
き
銀
十
匁
の
定
め
で
買
い
取
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
一
蝶
の
描
い
た
絵
に
澤
庵
宗
彭
（
一
五
七
三
│
一
六
四
五
）
の
絵
の
写
し

が
あ
り
、
本
品
の
み
は
珍
し
い
の
で
百
疋
を
支
払
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
時
期
は
一
蝶
帰
島
後
の
出
来
事
で
あ
る
た
め
、
宝
永
六
年
か
ら
享
保
年

間
（
一
七
一
六
│
一
七
三
六
）
の
初
期
ご
ろ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
孤
雲
の
生

年
も
そ
れ
以
前
の
数
年
と
判
断
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
五
島
美
術
館
が
所
蔵
す
る
長
次
郎
作
赤
楽
茶
碗
「
夕
暮
」

（
図
1
）
に
は
川
上
不
白
（
一
七
一
九
│
一
八
〇
七
）
に
よ
る
次
の
よ
う
な
添

状
が
付
属
す
る
（
図
2
）。

　
　

此
間
者
御
茶
之
儀
如
何
御
座
候
哉

　
　

且
又
此
赤
茶
碗
竹
本
出
し
申
候

　
　

餘
り
全
く
珍
敷
物
故
入
御
覧
度

　
　

奉
存
候
、
此
間
中
便
り
無
御
座
今
日

　
　

幸
の
事
故
差
上
申
候
、
大
そ
う
成
ル

　
　

物
故
宜
便
り
、
先
入
御
覧
申
候　

以
上

　
　

十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

川
上
不
白

　
　
（
宛
名
切
取
）

本
碗
を
竹
本
が
取
り
出
し
た
こ
と
が
知
れ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
竹
本
と
は
時

期
か
ら
考
え
て
祖
父
五
兵
衛
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
『
古
今
茶
人

系
譜
』
に
よ
れ
ば
不
白
の
門
人
と
し
て
竹
本
屋
孤
雲
の
名
が
確
認
で
き
、
同
人

と
判
断
さ
れ
る
。
不
白
と
の
関
係
か
ら
、
孤
雲
は
茶
の
湯
道
具
に
も
関
心
を
有

し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
五
月
か
ら
文
政
十

一
年
一
一
月
ま
で
、
山
田
宗
閑
（
生
没
年
不
詳
）
か
ら
の
口
授
で
あ
る
『
茶
道

一
与
花
』
格
九
四
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

随
流
作
茶
杓
無
類
と
い
う
名
物
有
、
夫
を
如
心
写
し
て
随
流
無
類
写
と
書

入
、
不
白
こ
れ
を
写
し
て
随
流
無
類
写
又
写
と
書
し
三
作
実
ニ
無
類
の
出

来
物
之
、
此
又
写
此
宗
閑
所
持
、
如
心
写
此
道
具
屋
竹
本
五
兵
衛
並
木
町

孤
雲
ト
云
方
に
あ
り
、
随
流
作
此
或
御
旗
本
に
御
所
蔵
の
よ
し）4
（

随
流
斎
（
一
六
六
〇
│
一
七
〇
一
）
に
よ
る
自
作
茶
杓
銘
「
無
類
」
は
部
分
的

に
胡
麻
の
入
っ
た
竹
で
、
櫂
先
を
穏
や
か
に
尖
ら
せ
た
作
で
あ
る
。
共
筒
で
あ
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り
、
栓
に
は
方
印
を
捺
し
、
随
流
斎
に
よ
る
墨
書
で
「
無
類　

不
審
庵
」
と
あ

る
。
本
茶
杓
を
如
心
斎
（
一
七
〇
六
│
一
七
五
一
）
が
写
し
た
無
類
写
、
さ
ら

に
は
不
白
が
写
し
た
無
類
又
写
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
如
心
斎
に
よ
る
無

類
写
を
孤
雲
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
茶
の
湯
を

不
白
に
学
ん
だ
こ
と
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
祖

父
の
代
に
は
江
戸
の
六
間
堀
に
居
た
が
、
孤
雲
の
代
に
は
浅
草
並
木
町
に
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

孤
雲
が
参
会
し
た
不
白
の
茶
会
に
つ
い
て
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
行

っ
た
利
休
二
百
年
遠
忌
の
百
回
茶
会
記
で
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
に
竹
本
孤

雲
、
同
五
兵
衛
の
親
子
に
加
え
、
伊
勢
屋
治
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
が
招
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）5
（

。
さ
ら
に
同
年
七
月
三
日
に
は
青
地
宗
三
郎
（
生
没
年

不
詳
）、
高
屋
左
平
次
（
生
没
年
不
詳
）、
松
本
一
郎
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）、

竹
本
孤
雲
の
名
が
確
認
で
き
、
孤
雲
は
詰
を
し
て
い
る
。
ま
た
先
述
の
『
牡
丹

考
』
に
よ
れ
ば
不
白
に
よ
る
茶
会
へ
の
参
会
で
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
四

月
二
十
九
日
、
年
次
不
詳
十
二
月
八
日
が
確
認
で
き
る）6
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
孤
雲
は
不
白
と
親
し
く
し
た
が
、
子
の
五
兵
衛
も
不
白
と
親

し
く
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三　

五
兵
衛

　

こ
の
よ
う
な
祖
父
の
代
か
ら
道
具
商
と
し
て
、
そ
し
て
父
の
代
か
ら
不
白
に

茶
の
湯
を
学
ん
だ
環
境
に
あ
っ
た
五
兵
衛
に
つ
い
て
注
目
す
る
。

　

狂
言
作
者
で
あ
る
伊
勢
屋
宗
三
郎
（
一
七
八
四
│
一
八
五
六
）
に
よ
る
『
貴

賤
上
下
考
』
で
「
道
具
屋
定
七
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

茅
場
町
植
木
店
に
和
泉
屋
定
七
と
い
ふ
者
、
後
に
唐
物
や
と
な
り
、
本
室屋

か

、

伏
見
屋
、
竹
本
、
上
勝
、
柴
田
な
ど
い
ふ
唐
物
屋
と
同
席
す
る
程
の
大
も

の
と
成
り
、
薬
研
堀
同
朋
町
に
居
て
道
具
市
な
ど
し
て
、
世
人
の
知
る
者

な
り
、
上
州
の
産
に
て
是
迄
出
世
し
た
り
し
が
、
文
化
の
年
雪
の
日
、
若

松
町
の
湯
屋
に
て
頓
死
す）7
（

当
時
の
江
戸
の
有
力
な
唐
物
を
扱
う
道
具
商
と
し
て
は
、
時
代
か
ら
考
え
て
、

松
平
不
昧
の
元
に
出
入
り
し
て
い
た
人
物
ら
と
考
え
ら
れ
、
該
当
す
る
人
物
と

し
て
は
順
に
本
屋
惣
吉
（
了
我
／
一
七
五
三
年
生）8
（

）、
伏
見
屋
甚
兵
衛
（
生
没

年
不
詳
）、
竹
本
五
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）、
上
総
屋
勝
右
衛
門
（
生
没
年
不

詳
）、
柴
田
と
あ
る
が
柴
田
傳
右
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
和
泉
屋
定
七
（
生
没
年
不
詳
）
も
匹
敵
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
遅
く
と
も
文
化
年
間
の
時

点
で
竹
本
屋
は
江
戸
の
道
具
商
と
し
て
相
当
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　

先
述
し
た
長
次
郎
作
赤
楽
茶
碗
「
夕
暮
」
に
は
、
本
碗
の
譲
渡
に
際
し
て
の

証
文
が
付
属
し
て
お
り
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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覚

　
　
　
　
　

印

　
　

一
、
金
百
両　
　

長
次
郎
造
赤
茶
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
旦
銘
夕
暮
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
書
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
箱
覚
々
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
白
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
題　

了
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
伊
豫
守
殿
書
付

　
　
　

〆

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　

右
之
通
代
金
慥
に
請
取
候　

以
上

　
　
　

子
二
月
二
十
三
日　
　

竹
本
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
兵
衛　

印

　
　
　
　

川
上
様

『
大
正
名
器
鑑
』
で
編
者
の
箒
庵
は
本
証
文
の
宛
名
に
あ
る
川
上
様
と
は
不
白

の
こ
と
と
し
て
い
る）9
（

。
し
か
し
な
が
ら
本
碗
を
収
納
す
る
箱
は
千
宗
旦
（
一
五

七
八
│
一
六
五
八
）、
外
箱
は
表
千
家
六
代
千
宗
左
（
覚
々
斎
／
一
六
七
八
│

一
七
三
〇
）、
総
箱
は
川
上
宗
寿
（
一
七
七
九
│
一
八
四
四
）
に
よ
る
墨
書
が

あ
る
。
そ
の
た
め
宛
名
に
あ
る
川
上
様
を
不
白
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
文
中
に
不
白
手
紙
と
書
く
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
初
よ
り
付
属
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
り
、

覚
書
に
あ
る
川
上
氏
と
は
川
上
宗
寿
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
本
碗
は
、
父
孤
雲
が
見
出
し
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
後
、
息
子
の
五
兵

衛
が
再
び
扱
い
、
さ
ら
に
宗
寿
の
仲
介
に
よ
り
何
処
か
へ
所
有
移
転
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
川
上
家
と
の
関
係
の
中
で
、
父
孤
雲
と
と
も
に
五
兵
衛
も
関

係
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
池
内
光
風
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
『
茶

学
撮
要
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
池
内
光
風
が
川
上
宗
雪
（
一
七
三
八
│
一
八
二

二
）
に
問
答
し
た
記
録
で
あ
る
。
同
書
の
「
宗
匠
噺
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

宗
匠
の
噺
ヲ
承
リ
ニ
、
此
度
、
竹
本
ヤ
五
兵
衛
上
方
ヘ
帰
着
致
候
而
、
其

噺
ヲ
聞
ク
ニ
上
方
ノ
茶
器
多
キ
事
中
々
所
々
無
之
、
又
其
中
染
付
ケ
ナ
ト

就
中
多
ク
所
持
致
シ
候
者
有
リ
、
竹
本
屋
一
日
右
ノ
方
ヘ
染
付
見
申
度
旨

ヲ
申
入
候
処
、
明
日
□可

か

恭
所
招
候
テ
見
ス
可
キ
旨
ニ
テ
、
其
当
日
罷
越
候

処
、
染
付
ノ
茶
器
斗
リ
長
持
ニ
テ
十
三
棹
ホ
ト
有
之
、
中
々
見
ル
事
モ
出

来
ナ
ク
候
而
、
竹
本
モ
是
ニ
惟
驚
入
候
ト
テ
、
其
咄
候
、
旨
宗
匠
上
申
候

能
、
左
ス
レ
ハ
又
上
方
ハ
染
付
類
一
入
多
ク
有
ル
事
ト
キ
古
ユ）10
（

時
期
か
ら
考
え
て
孤
雲
の
子
で
あ
る
五
兵
衛
の
こ
と
を
指
す
。
上
方
に
は
染
付

の
道
具
が
多
く
、
そ
の
見
聞
を
広
め
る
上
洛
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
現
時
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点
で
五
兵
衛
の
茶
会
記
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
書
画
以
外
に
も
多
く
の
道

具
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
兵
衛
で
重
要
な
こ
と
は
不
昧
に
も
出
入
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
不
昧
の
収

集
品
の
蔵
帳
で
あ
る
『
雲
州
蔵
帳
』
に
は
「
不
識
小
人
島
水
指　

箱
宗
乾
」
と

あ
り
、
現
存
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
が
、
作
品
名
か
ら
類
推
す
る
と
、
小
ぶ

り
な
不
識
の
形
を
し
た
水
指
と
考
え
ら
れ
る
。
本
水
指
に
つ
い
て
蔵
帳
で
の
記

載
で
は
冬
木
、
雪
川
を
経
て
不
昧
が
竹
本
屋
五
兵
衛
よ
り
百
両
で
購
入
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
本
品
は
冬
木
屋
上
田
家
が
所
蔵
し
た
水
指
で
あ
る
。
こ
の
伝
来

に
注
目
す
る
と
江
戸
深
川
の
材
木
商
冬
木
屋
が
所
持
し
た
の
ち
、
不
昧
の
弟
で

あ
る
松
平
雪
川
（
一
七
五
三
│
一
八
〇
三
）
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
こ
で
雪
川
と
五
兵
衛
の
関
係
に
注
目
す
る
と
、
雪
川
が
不
昧
に
宛
て
た
消
息

が
『
日
本
美
術
工
芸
（
一
八
三
号
）』
で
紹
介
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

江
戸
表
の
様
子
は
定
め
て
伏
甚
な
ど
言
上
仕
る
べ
く
候
、
一
向
道
具
は
之

無
く
候
、
竹
五
又
々
上
京
仕
候
、
利
右
衛
門
も
上
京
の
趣
之
を
相
聞
き
候
、

此
様
子
な
ど
も
御
聞
き
遊
ば
さ
る
べ
く
候）11
（

五
兵
衛
は
、
竹
本
屋
五
兵
衛
を
略
し
た
竹
五
の
名
前
で
登
場
し
て
お
り
交
流
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
五
兵
衛
は
数
回
上
京
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
先
述
の
よ

う
に
染
付
な
ど
の
道
具
に
関
す
る
見
聞
を
広
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

不
昧
の
茶
会
記
中
、
五
兵
衛
は
二
回
招
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
一
回
目
は
寛

政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
月
二
十
三
日
で
、
永
井
大
和
守
（
直
方
／
一
七
八

二
│
一
八
二
五
）、
竹（

マ
マ
）本

五
兵
衛
、
炭墨

屋
助
八
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
二

回
目
は
文
化
八
年
三
月
五
日
に
行
わ
れ
た
不
昧
の
還
暦
茶
会
に
永
井
大
和
守
、

竹
本
屋
五
兵
衛
、
柴
田
傳
右
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
の
三
名
が
招
か
れ
て
い
る）12
（

。

不
昧
の
茶
会
で
は
永
井
直
方
と
同
席
し
て
お
り
、
当
時
、
五
兵
衛
と
交
流
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
五
兵
衛
は
不
昧
、
雪
川
の
兄
弟

に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

五
兵
衛
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
が
、
現
在
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
が
所
蔵
す

る
藤
村
庸
軒
（
一
六
一
三
│
一
六
九
九
）
に
よ
る
茶
杓
「
梅
暦
」
の
総
箱
は
江

戸
時
代
の
飛
脚
便
の
箱
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
箱
甲
の
宛
名
に
は
「
江
戸
浅

草
御
蔵
前
三
好
町　

竹
本
屋
五
兵
衛
様　

書
状
入
」
と
あ
る
。
本
作
品
は
の
ち

に
鳥
羽
屋
寿
星
軒
が
入
手
す
る
。
入
手
の
時
期
は
江
戸
時
代
後
期
で
あ
る
。
そ

の
た
め
本
箱
に
あ
る
住
所
は
五
兵
衛
の
拠
点
と
目
さ
れ
、
江
戸
浅
草
御
蔵
前
三

好
町
に
住
居
も
し
く
は
店
舗
を
構
え
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

不
昧
の
近
侍
し
た
人
物
と
し
て
吉
村
観
阿
（
白
醉
庵
／
一
七
六
五
│
一
八
四

八
）
や
本
屋
了
我
が
い
る
。
そ
こ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
不
昧
が
観
阿
に

宛
て
た
消
息
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
、
信
楽
水
さ
し
、
竹
本
、
本
惣
、
事
呼
ニ
遣
見
せ
候
處
未
見
せ
不
申
也
、

御
聞
可
被
求
候
、
右
の
事
斗
ニ
候
、
晩
ほ
と
御
出
の
上
宜
御
話
可
被
成
候

最
近
、
不
昧
が
信
楽
の
水
指
を
手
に
入
れ
た
。
出
入
り
の
道
具
商
で
あ
る
竹
本
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屋
五
兵
衛
や
本
屋
惣
吉
に
も
使
い
を
や
っ
て
見
せ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
ま
だ
見

せ
て
お
ら
ず
。
観
阿
の
意
見
を
伺
い
た
い
。
こ
の
こ
と
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て

お
り
、
今
晩
、
出
座
を
願
い
た
い
と
の
内
容
で
あ
る
。
本
消
息
か
ら
当
時
の
観

阿
の
立
場
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
不
昧
の
道
具
収
集
に
関
し
、
そ
の
所
見
を
求

め
る
人
物
が
観
阿
、
五
兵
衛
、
了
我
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

な
お
五
兵
衛
の
所
蔵
品
に
つ
い
て
観
阿
の
言
動
を
ま
と
め
た
『
白
醉
庵
筆

記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

竹
本
五五

兵

衛

郎
兵
衛
と
申
仁
の
所
持
品
に
青
井
戸
の
茶
碗
あ
り
。
是
は
二
百
五

十
両
に
て
買
置
け
る
を
、
或
夜
盗
賊
忍
入
り
水
屋
に
あ
り
し
右
茶
碗
を
目

に
付
け
ず
、
却
て
其
傍
な
る
錫
の
中
次
を
盗
去
り
し
と
な
ん
。
扨
て
も
眼

明
か
ぬ
泥
棒
な
る
哉
と
打
笑
ひ
け
り）13
（

。

竹
本
五
郎
兵
衛
と
あ
る
が
、
観
阿
と
の
関
係
か
ら
考
え
竹
本
屋
五
兵
衛
の
こ
と

と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
当
時
の
五
兵
衛
が
青
井
戸
茶
碗
を
所
有
し
、
水
屋
が
あ

る
こ
と
は
す
な
わ
ち
茶
会
の
た
め
に
茶
席
が
あ
る
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

三
好
町
も
し
く
は
別
宅
に
あ
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
の
五
兵
衛
の
活
動
で
注
目
で
き
る
点
は
住
吉
廣
行
（
一
七
五
五
│
一

八
一
一
）
よ
り
住
吉
廣
賢
（
一
八
三
五
│
一
八
八
三
）
ま
で
の
五
代
に
わ
た
る

鑑
定
記
録
で
あ
る
『
住
吉
家
鑑
定
控）14
（

』か
ら
五
兵
衛
が
多
く
の
作
品
を
鑑
定
に

持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
一
覧
と
し
た
も
の
が
表
1

で
あ
る
。
文
化
十
五
年
以
降
文
政
年
間
中
、
多
く
の
作
品
を
持
ち
込
ん
で
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
茶
の
湯
道
具
以
外
に
も
書
画
を
多
く
扱
っ

た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
の
時
期
は
不
昧
の
晩
年
か
ら
没
後
に
か
け
て
の
こ
と
で

あ
り
、
当
時
の
竹
本
屋
の
活
動
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

事
例
で
は
現
在
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
お
よ
び
、
東
京
国
立
博
物
館
が

所
蔵
す
る
模
本
の
う
ち
、
五
兵
衛
に
関
係
す
る
作
品
で
は
次
が
あ
る
。

・ 

松
花
堂
昭
乗
「
闘
猫
」（
模
本　

本
紙
）　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
所
蔵

　
「
文
政
九
丙
戌
年
二
月
十
五
日
栄
博
写　

竹
本
五
兵
衛
ヨ
リ
来）15
（

」

・ 

松
花
堂
昭
乗
「
定
家
像
」（
模
本　

本
紙
）　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
所

蔵

　
「
竹
本
屋
□五

兵
衛
来　

絹
文
政
十
丁
亥
年
六
月
十
七
日
写
□
印
通
笹
山）16
（

」

・「
能
恵
法
師
絵
詞
」（
模
本　

奥
書
）　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

　

 「
文
政
二
年
十
一
月
十
八
日　

画
亀
吉
　

詞
信
義
　

右
一
軸
詞
書
寂
蓮

法
師
筆
申
伝　

絵
粟
田
口
・
法
眼
筆
申
伝　

竹
本
屋
五
兵
衛
ヨ
リ
来
る）17
（

」

当
時
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
五
兵
衛
が
持
ち
込
ん
で
お
り
、
書
画
に
関
心
の
高
い

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

む
す
び

　

竹
本
屋
は
祖
父
の
代
か
ら
道
具
売
買
を
行
い
、
一
蝶
な
ど
と
親
し
く
し
た
こ

と
で
そ
の
眷
属
お
よ
び
英
派
と
呼
ば
れ
る
人
々
と
の
交
流
が
当
然
考
え
ら
れ
、
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絵
画
に
関
す
る
見
識
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
る
。
父
孤
雲
は
幼
い
頃
よ
り
一
蝶

と
面
識
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
年
は
不
白
の
門
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
長
次

郎
作
銘
「
夕
暮
」
の
売
買
に
関
係
す
る
な
ど
、
茶
の
湯
道
具
に
も
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

五
兵
衛
は
不
白
の
茶
会
に
招
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
竹
本
屋
は
書
画
と
茶
の

湯
道
具
を
扱
っ
た
道
具
商
で
あ
っ
た
。
竹
本
屋
の
三
代
に
わ
た
る
活
動
の
拠
点

は
、
祖
父
の
代
で
は
六
間
堀
、
父
の
代
で
は
並
木
町
、
五
兵
衛
の
代
で
は
三
好

町
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

特
に
江
戸
時
代
後
期
の
五
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
住
吉
家
の
記
録
中
、
鑑
定
の

た
め
に
持
ち
込
ん
だ
作
品
の
記
録
が
残
り
、
早
い
も
の
で
は
文
化
十
五
年
が
確

認
で
き
る
が
、
や
は
り
そ
れ
以
前
か
ら
書
画
に
関
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
祖
父
が
一
蝶
と
親
し
く
し
、
さ
ら
に
孤
雲
も
書
画
を
商
っ
た
家
庭
の
環

境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
五
兵
衛
の
活
躍
し
た
時
代
、
住
吉
家
に
持
ち
込

ん
だ
作
品
は
絵
巻
や
仏
画
な
ど
も
あ
り
、
茶
の
湯
道
具
以
外
の
書
画
に
関
し
て

も
扱
い
が
あ
っ
た
。

　

不
昧
と
の
関
係
で
は
水
指
一
件
を
取
り
次
い
だ
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ

観
阿
や
了
我
が
不
昧
の
茶
会
に
呼
ば
れ
た
回
数
を
『
松
平
不
昧
伝
（
中
巻
）』

で
み
る
と
観
阿
四
十
回
、
本
屋
惣
吉
三
十
八
回
、
息
子
の
了
芸
（
藤
吉
／
生
没

年
不
詳
）
一
〇
回
、
本
屋
了
我
十
七
回
と
な
り
、
惣
吉
を
了
我
と
同
一
人
と
し

て
換
算
す
れ
ば
、
そ
の
回
数
は
五
十
五
回
と
な
る
。
一
方
で
竹
本
屋
五
兵
衛
は

わ
ず
か
に
二
回
で
あ
り
、
そ
の
回
数
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る）18
（

。
た
だ
、
五
兵

衛
に
関
し
て
は
後
年
、
書
画
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
昧
と
交
流

し
て
い
た
時
期
に
も
、
や
は
り
五
兵
衛
の
所
見
や
取
引
で
は
書
画
に
関
す
る
も

の
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
五
兵
衛
は
鳥
羽
屋
と
い
っ
た
富
裕
な

商
人
に
出
入
り
し
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
特
に
川
上
宗
寿
や
鳥
羽
屋
道

樹
と
は
茶
会
で
の
同
席
が
確
認
で
き
る
。
今
後
は
五
兵
衛
を
取
り
巻
く
人
物
や

大
名
の
道
具
収
集
と
の
関
係
を
さ
ら
に
詳
し
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

謝
辞

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
五
島
美
術
館
、
慶
應
義
塾

図
書
館
、
同
志
社
大
学
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）　

朝
岡
興
禎
著
、
太
田
謹
補
『
古
画
備
考
』
下
巻
、
思
文
閣
、
一
九
七
〇
年
、

一
九
四
七
│
一
九
四
九
頁
。

（
2
）　

高
橋
箒
庵
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
、
一
五
頁
。

（
3
）　

井
上
如
雪
『
牡
丹
考
』
此
君
楼
、
一
九
九
六
年
、
三
五
頁
。

（
4
）　

前
掲
注
（
3
）。
井
上
如
雪
『
牡
丹
考
』。
三
五
頁
よ
り
再
引
用
。

（
5
）　

草
間
直
方
著
、
永
島
福
太
郎
監
修
、
原
田
伴
彦
校
閲
『
茶
器
名
物
図
彙
』
下

巻
、
文
彩
社
、
一
九
七
六
年
、
五
八
九
お
よ
び
六
一
二
頁
。

（
6
）　

前
掲
注
（
3
）。
井
上
如
雪
『
牡
丹
考
』。
三
七
│
四
〇
頁
。

（
7
）　
『
貴
賤
上
下
考
』
三
田
村
鳶
魚
編
『
未
刊
随
筆
百
種
』
第
十
巻
所
収
、
一
九

七
七
年
、
一
六
〇
頁
。

（
8
）　

宮
武
慶
之
「
江
戸
の
道
具
商
・
本
惣
│
了
我
、
了
芸
の
活
動
に
注
目
し
て

│
」『
日
本
研
究
』
第
五
九
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九

年
、
三
七
│
六
二
頁
。

（
9
）　

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
九
編
、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
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年
、
六
五
│
六
七
頁
。

（
10
）　

前
掲
注
（
3
）。
井
上
如
雪
『
牡
丹
考
』。
三
五
│
三
六
頁
。

（
11
）　
『
日
本
美
術
工
芸
』
日
本
美
術
工
芸
社
、
通
号
一
八
七
、
一
九
五
四
年
、
四

一
頁
。

（
12
）　

茶
会
記
に
つ
い
て
は
米
澤
義
光
『
松
平
不
昧
公
（
大
圓
菴
）
二
百
回
忌
記
念

茶
會
記
集
成
』（
能
登
印
刷
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）　

忘
我
逸
人
「
白
酔
庵
数
寄
物
語
（
続
）」『
名
家
談
叢
』
十
六
号
、
談
叢
社
、

一
八
九
六
年
。

（
14
）　
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
は
『
美
術
研
究
』
で
一
九
三
五
年
二
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
紹
介
さ
れ
た
。

（
15
）　

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
品
目
録
』

東
洋
画
模
本
Ⅲ
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
一
九
九
九
年
、
八
一
頁
。

（
16
）　

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
編
『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
品
目
録
』

東
洋
画
模
本
Ⅱ
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
一
九
九
九
年
、
四
四
頁
。

（
17
）　

小
松
茂
美
編
『
能
恵
法
師
絵
詞　

福
富
草
紙　

百
鬼
夜
行
絵
巻
』、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
三
頁
。

（
18
）　

松
平
家
編
輯
部
編
『
松
平
不
昧
伝
』
中
巻
、
箒
文
社
、
一
九
一
七
年
、
一
五

七
│
一
五
九
頁
。
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表
1　
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
に
み
る
竹
本
屋
が
持
ち
込
ん
だ
作
品

日
時

作
品
名
等

作
者

文
化
十
五
年
四
月
二
十
一
日

団
扇
形
松
躑
躅
之
画　

一
鋪

土
佐
光
吉

文
政
元
年
十
二
月
六
日

雉
之
絵　

一
鋪

土
佐
光
茂

文
政
二
年
閏
四
月
二
十
一
日

少
女
靠
脇
息
之
図　

一
鋪

土
佐
光
吉

文
政
二
年
七
月
十
二
日

紅
頗
梨
色
阿
弥
陀
尊　

一
鋪

巨
勢
行
忠

文
政
二
年
九
月
六
日

孔
雀
鳳
凰　

二
幅
対

巨
勢
有
康

文
政
二
年
十
一
月
二
十
一
日

佛
絵
十
一
体　

一
鋪

土
佐
光
輔

文
政
二
年
十
一
月
二
十
一
日

善
導
大
師
之
影　

一
鋪

備
後
守
光
國

文
政
二
年
十
二
月
六
日

矜
羯
羅
童
子　

一
鋪

土
佐
光
弘

文
政
二
年
十
二
月
六
日

墨
絵
源
氏

土
佐
光
則

文
政
二
年
十
二
月
六
日

求
聞
持
之
尊
影　

一
鋪

大
蔵
少
鋪
行
秀

文
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日

物
語
絵
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図1　長次郎作赤楽茶碗「夕暮」
（五島美術館蔵）

図2　付属する添状
（五島美術館蔵）




